
（別紙３）

～ 2025年3月31日

（対象者数） 12 （回答者数） 9

～ 2025年3月31日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・職員向けのミニ研修（事例共有・支援の視点の学び）を定
期的に実施

2

・「共感的な対応ができた場面」等を職員同士で共有する終
わりの打合せの時間を設ける。

3

・活動終了後に「楽しかったこと」を発表するふりかえりの
時間を取り入れ、達成感と記憶に残る体験を育む。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・無理に交流を増やすのではなく、“関わりが期待できる環境
で過ごしている”ことを意識的に共有

2

・避難訓練や防災に関する取り組みの実施日・内容を月ごと
の通信や掲示で明記
・訓練実施後に「今日の防災訓練のねらいと子どもの様子」
など一言コメントを添える

3

・地域の福祉団体・教育機関・他の事業所等が主催する講座
やセミナーの案内を定期的に配布・掲示する。
・市や自治体のホームページに掲載されている研修・勉強会
情報をまとめ、通信などで共有する。

「特性に応じた支援が受けられている」との評価が高く、児童
一人ひとりに合わせた対応が実践されていると考えられる。支
援内容の工夫や職員間での情報共有が的確に行われていること
がうかがえる。

・行動の背景にある困難さ（例:感覚過敏・実行機能の弱さ）
を職員間で共有している。
・観察記録をもとに、日々の関わりや教材準備に反映してい
る。

「共感的な支援がされている」との回答が多く、児童の気持ち
を丁寧に受け止める姿勢が保護者にも伝わっている。職員との
信頼関係が通所の安心感につながっていると推察される。

・活動中でも「本人の意思や希望を確認してから進める」こと
を意識している。
・気持ちが乱れているときも、否定せず気持ちの整理を手助け
する声かけを工夫している。

「通所を楽しみにしている」という回答が多く、活動内容や雰
囲気が児童にとって魅力的であることがわかる。楽しい体験が
支援の効果や継続的な通所につながっている。

・「楽しかった」「またやりたい」と思える成功体験を積める
よう支援を工夫している。
・活動の見通しを丁寧に伝え、不安や混乱を減らすことで安心
して楽しめる環境をつくっている。

ペアレント・トレーニング等の家族支援プログラムや、家庭に
役立つ情報提供の機会が少ないという評価が見られた。

・保護者が参加できる研修や相談の場が限定的であること、ま
たその案内が届きにくい体制であることが影響していると考え
られる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保育所や幼稚園、地域の子どもたちとの交流の機会について、
保護者から十分ではないとの評価が見られた。

・児童センターでの活動を通じた地域交流を想定していたが、
保護者に十分認識されていない。
・実際にも地域の子どもとの関わりがほとんど見られない状況
にある。

非常災害への備えに関する設問では、定期的な避難訓練等の取
り組みが保護者に十分伝わっていない可能性が示唆された。

・訓練の実施そのものよりも、その内容や頻度を保護者に可視
化・共有できていない点が課題といえる。

2025年3月17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年4月10日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスちから

○保護者評価実施期間 2025年3月17日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


